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抄 録  
本研究は，筋量および筋量の分布における野球選手の特徴を明らかにし，その特徴が投球スピード
に与える影響を検討することを目的とした．対象は，大学野球選手 20 名 （BB 群）と野球を競技と
して行なったことのない一般成人男性 15 名（CON 群）とした．上腕前・後部,前腕部,大腿前・後部,
下腿前・後部および腹・背部の筋厚を超音波法により計測した．先行研究の推定式を用い，除脂肪体
重 (LBM），各筋量を推定した．また，スピードガンを用い，投球スピードを測定した． 
BB 群は CON 群よりも腹・背部，大腿後部および上腕前・後部の筋量において有意(p<0.05) に高
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高校生の時に投手であった野手 12 名の計 20 名
（BB 群）と野球を競技として行なったことのない一








表 1 被検者の身体特性 
 
 


















































角）の計 9 箇所とした．筋厚は，0.5mm 単位
で計測した．測定には，B-モード超音波装置
（SSD-900, aloka, japan）および電子リニアプ
ローブ（発振周波数 7.5MHz, aloka, japan）を
用いた．なお，四肢長，周径囲および筋厚の測
定方法については，Abe et al (1994)に従った． 
 
















・ 下腿後部[㎝ 3 ]＝（218.1×下腿後部の筋厚
[㎝]）+（30.7×下腿長[㎝]）－730.4 
以上，Miyatani et al （2004）の推定式を採用
した． 
・ 大腿後部[㎝  3]=（10.307×身長 [㎝ ]）+
（3.949×体重[kg]）+（1.863×大腿長[㎝]）










































CON 群より有意に高い値であった（表 3） ．
大腿/下腿比および上肢／下肢比は，BB 群が
CON 群よりも高い値であった（表 4）．一方，
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表 2 除脂肪体重，各筋量，投球スピードの群間比較 
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表 4 筋量比の群間比較 
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割を担っている（Hirashima et al., 2002; 









また，BB 群の筋量 Index の値が CON 群より
も高い値を示したと推察される． 
LBM あたりの大腿後部筋量，大腿/下腿比は，

















れなかったが（表 5） ，BB 群において大腿前・
後部の筋量と投球スピードの間に有意な相関関
係がみられた（表 4）．大腿前部の筋機能の 1 つ
は膝関節伸展であり，大学野球選手において，
その筋力値と投球スピードとの間に相関関係が









































たりの筋量は，BB 群が CON 群より有意に高
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